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行為の主体による日常生活の認識特性に関する研究　

-岐阜県郡上八幡を対象として -
古川　日出雄※

　本研究は地域において生活を営む主体が環境の中で行う行為に着目して , 具体的な対象地における行為の実態把握 , 生活主体の行為
の履歴と生活場面のイメージや認識との関係性を探ることを目的としている . 地域住民へのインタビュー調査から , 行為の内容と場所
を把握し , 分類した . その結果 , 過去から現在にかけての行為の変化が明らかとなり , 川遊び , 水利用行為についてはその行為を成り立
たせてコミュニティーの状態と合わせて認識されているということが明らかになった . また , 川遊び , まちなかでの遊び , 水利用行為
についてのイメージ構成要素を把握し , 生活場面のイメージを構成する要素の種類や構成割合には多様性があるということが明らかに
なった . その後 , 行為の履歴の差異によって主体の生活場面に対する認識はそれぞれ「身体化」「風景化」「無関心」と解釈することが
できるとし , さらに ,現在の主体の中に形成されている生活場面のイメージは異なるということを明らかにした .
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1. はじめに
(1) 研究の背景

　1990 年代後半より , 景観まちづくりの分野において住

民の生活に根ざした景観である生活景という概念への関

心が高まっている . 生活景とは「生活の営みが色濃くにじ

み出た景観」と定義され , 市民自治の表現としてまちづく

りにおける重要性が指摘されている 1). しかし , その魅力に

ついては一般的に地域外の人々によって評価されること

が多く , 地域住民にとっては日常的な風景であるため , そ

の価値や魅力は認識されづらいという現状がある . これま

では , 住民による伝統的な生活行為が営まれることによっ

て , 生活景は無意識的に継承されて来たと考えられるが ,

時代とともに生活が変化する中で , その生活行為に必然性

が無くなれば , 行為とともに生活景自身も失われるという

ことが起きる . このような無意識的な生活景の継承という

のが困難な時代背景の中で , 今後 , 生活景をまちづくりの

中でどのように活かしていくべきかを考えていくには , 外

部の評価だけでなく , 実際にその景を生み出し支えている

生活主体が , 自分達の生活をどう認識しているかというこ

とを明らかにする必要があると考えられる .

(2) 研究の目的

　本研究では「生活の営み」を主体が行為を媒介して環境

と関わり合うことと捉え , 特に風景に直結する屋外環境で

の生活主体の「行為」に着目することとした . まずは基礎

調査として対象地において過去にどのような行為が存在

したのか , また現在はどのような行為が存在するのかを調

査し , 地域内の行為の実態を明らかにする . その上で ,実

際の生活主体の持つ生活場面に対するイメージはどのよ

うな要素とともに形成されているのか , 地域の生活場面に

対して生活主体はどのような認識をもっているのかを明

らかにする . 本研究では「眺める対象となる行為」の経験

が自らにもある , ということを生活主体の特性と捉え , 行

為の履歴と生活場面のイメージ , 認識との関係性を探る .

2. 研究の概要
(1) 対象地の選定条件

　対象地は岐阜県郡上市八幡町（以下,郡上八幡）とする.選

定理由としては , 郡上市八幡町には集住地に水網を張り巡

らせ , 生活の中で水を多面的に利用してきた歴史があり ,

さらにまちを流れる川で子供たちが遊ぶ習慣があるため ,

現在 , 過去ともに行為を媒介した主体と環境との関わり合

いを顕著に抽出できるという点があげられる .

(2) 対象地の概要

　郡上八幡は岐阜県のほぼ中央に位置し , 平成 20 年 10

月 1 日現在で人口 15,535 人 , 面積 242,31 ㎢である . 現

在でも水利用施設はまちなかに点在しており , 日本三大民

踊の郡上踊りとともに「水と踊りの城下町」として年間

140 万人が訪れる観光地となっている .

(3) 研究の方法と流れ

　本研究は幅広い年齢層に対するインタビュー調査によ

る . 住民が生活の中で環境と関わり合う行為のうち , 特に

「遊び」と郡上八幡特有の「水利用」に着目し ,「行為の実態」

と「行為の履歴と生活場面のイメージ・認識との関係性」

を探る . まず 3章ではインタビュー調査の概要を述べる .4

章 ,5 章では行為の実態把握として , 住民の過去 , 現在にお

ける行為を時代 , 場所とともに整理する . その上で時代別

に行為の内容 , 場所を比較し , 行為が時代とともにどのよ

うに変わっていったかを明らかにし６章でまとめる . ７章

ではインタビューの中で行為とともに語られた要素に着

目し , どのような要素とともに生活場面が記憶に定着して

いるのかを明らかにする .8 章 ,9 章では特に水利用の生活

場面について３章で把握した主体の行為の履歴ごとに生

活の場面に対する認識の差異とイメージを構成する要素

の差異を明らかにし ,10 章で総括を述べる .

(3) 既存研究の整理と研究の位置づけ
　 生活景や生活風景 , 日常風景に関する研究は生活景の捉
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えられ方 , 景観的特徴を既存の研究や論考を整理すること

で明らかにした研究 2), 住民が生活景に対してどのような

印象を持ち , どのような知覚で捉えているのかを明らかに

した研究 3)4)5), 生活史に着目し記憶や思い出に配慮したま

ちづくりへの示唆を得ている研究 6),7), 住民がどのような日

常風景を好み , それはどのような要素で構成されているの

かを明らかにした研究 8),9) と , 種々ある . 住民の生活史に

着目するという点で山口らに近い立場をとるが , 本研究は

日常生活に対する認識を主体の行為の履歴に着目して , そ

の特性（主体の認識やイメージ）を把握しようとする点で

特徴的であるといえる .
　

3. インタビュー調査の概要
(1) 調査の概要
　住民 52 組 65 名に対し , 遊びに関する行為と水利用行

為についてインタビュー調査を行った . 表 3.1 に調査の概

要を示す . 表中の【】内の数字は人数を示す .

(2) 抽出された行為の単純集計
　調査の結果 ,210 種 ,1142 個の行為が抽出された . それ

らの行為を生活の中での位置づけ ,場所別に分類し ,表 3.2

に示す（表中の【】内の数字はその行為が抽出された数を

示している）. 遊びに関する行為は 809 個 , 水利用に関し

ては , 暮らしの中で不可欠な行為が 264 個 , 環境への積極

的な働きかけが 69個抽出された .

4. 遊びの実態把握
(1) 具体的な場所における遊びの内容

　抽出された行為を地図上で重ね合わせ（図 4.1）, 具体
的にどの場所でどのような遊びが行われたのかをみてい

く . 図 4.1 は色が濃い場所程 , 多様な人によって多くの行

為がなされた場所であることを示している . 以下 ,【】内

の数字は行為の個数を示す .

　まず ,吉田川 ,小駄良川にかかる橋の下（宮が瀬橋 ,新橋 ,

八幡橋 , 洞泉寺橋）や地域で名称が共有されている岩 ( 三

角岩 , サンリキ岩 ) が特に濃く現れている . 行為としては

「泳ぐ」【112】, 飛び込む【84】,「魚捕り」【65】, が多く

抽出された . また , 町を囲む山では冬の「竹スキー」【37】,

「竹ソリ」【24】, 町内の寺・神社では「缶けり」【18】,「ビー

玉遊び」【12】, 道路では「鬼ごっこ」【17】,「スケート」【14】

といった行為がみられた .

(2) 過去から現在にかけての遊びの変化とその要因

　次に被験者を年齢別に 70 代以上を高齢層 ,30 代～ 60

代を中年層 ,10 代を若年層とし , 年齢層ごとに子供時代の

遊びを比較すると場所と行為に変化が見られた . 特にここ

では現在高齢層の行為の重なりを図 4.2, 若年層の行為の

重なりを図 4.3 に示し , 過去から現在にかけての遊びの変

化とその要因を考察する .（※以下 , 本文中の上付きアル

ファベットは表 4.1 の語りに対応する .）

・宮が瀬橋～新橋間における川遊び（図 4.2- ①）

　高齢層では , この区間は川遊びスポットとして多く指摘

されたが , 若年層にはあまり多く指摘されていない . その

理由として上流側の宅地開発により , 吉田川の水位が低下

し , 当区間では泳ぐに適さなくなったということ a), さらに

この区間には「サンリキ岩」という飛び込みに適した岩が

存在したのだが ,6 年程前の洪水時に破壊され ,「サンリキ

岩」からの飛び込みそのものが無くなってしまった b) とい

うことの 2点が挙げられる . これを【物理的環境の変化】

による行為の変化とする .

・山の斜面における遊び（図 4.2- ②）

　まちの南側の斜面では冬になると , 自作の竹スキーやソ

リ遊びのスポットであった . しかし , 昭和 48 年の都市計

画道路 ( 稲荷小野線 ) 開通により , 山とまちとが分断され ,

現代の子供には利用されていないと考えられる.これも【物

理的環境の変化】によって行為が変化したといえる .

・まちなかの道路における遊び（図 4.2- ③）

日時
①2011年 7月 20日～24日 ,② 2011年 10月 5日～10日 ,
③ 2011 年 10 月 13 日～ 18 日 , ④ 2011 年 11 月 29 日

対象者

岐阜県郡上市八幡町在住の住民 52 組 65 名
男女構成：男性【48】, 女性【17】
年齢構成：10 代【22】,30 代【5】,40 代【1】,50 代【1】,
　　　　    60 代【4】,70 代【24】,80 代【8】

方法

1対 1・1対 2（一部中学生のみ 3人グループ）の面接方式
で行った . 一人当りの所要時間は 1～ 2 時間である . 被験
者には以下の３つの質問を行った。
質問①「外の環境で遊んでいた思い出について , 具体的に
何才ぐらいの時にどこで何をしていたか教えて下さい」
質問②「暮らしていく上で利用していた水利用施設との関
わり合いについて , 具体的に何才ぐらいの時にどこで何を
していたか教えて下さい」
質問③「今でも水路で物を洗っている人がいますが , その
風景についてどう思いますか？」※被験者のうち 44 名

データ
の取り
方と扱
い方

①②において語られた行為は 1/1500 のゼンリン住宅地図
と別紙調査シートに行為、場所、時代を対応させて記録し
ていった（4,5 章における分析に用いる）. ③の回答は 7章
における分析にて用いる . また , 語られた内容はすべてボイ
スレコーダーにて録音し , 後日テキストデータ化した . この
テキストデータを用いて 4,5 章における考察 , および 8,10
章の分析を行った .

表 3.1 調査の概要

位置づけ 場所

遊びに関する行為
【809】

川【299】/ 道路【146】/ 山【136】/ 寺・神 社
【109】/ 学校・公園【54】/ 空き地【42】/ 水路
【13】/ 畑【6】/ 水舟【2】

暮らしの中で不可
欠な行為【264】

水路【87】/ 井戸【84】/ 水舟【30】/ 川【25】
/ 井戸（ポンプ）【8】

環境への積極的な
働きかけ【69】

水路【55】/ 水舟【10】/ 井戸【2】/ 井戸（ポンプ）【2】

表 3.2 行為の位置づけ、場所別の分類




